
富⼠宮市⽴病院

診療実績
外来 ⼊院

1⽇当たり
外来患者数 ⼊院⽇数 1⽇当たり

⼊院患者数
1⽉ 39 202 6.5 
2⽉ 40 158 5.6 
3⽉ 35 198 6.4 
4⽉ 35 128 4.3 
5⽉ 34 168 5.4 
6⽉ 37 209 7.0 
7⽉ 38 266 8.6 
8⽉ 38 269 8.7 
9⽉ 35 150 5.0 

10⽉ 37 200 6.5 
11⽉ 40 120 4.0 
12⽉ 37 181 5.8 

年間平均 37 187 6.1 

病床数 380床
常勤医師数 3名
指導医数 1名

⾮常勤医師数 0名
外来コメディカル 2名
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業績

病院の歴史・コメント

歴代部⻑年表
昭和60年7⽉〜 向⾼洋幸先⽣

昭和61年4⽉〜 ⽥中秀夫先⽣

昭和62年10⽉〜 藤川和成先⽣

平成3年7⽉〜 末⽊義⼈先⽣

平成6年7⽉〜 ⼤川靖弘先⽣

平成8年1⽉〜 久保⽥賢三先⽣

平成9年9⽉〜 ⾦⼦康寛先⽣

平成9年11⽉〜 島尻英樹先⽣

平成13年7⽉〜 渡邉靖夫先⽣

平成14年11⽉〜 植⽥洋先⽣

平成16年1⽉〜 ⼟屋智先⽣

平成19年1⽉〜 森⽥祥先⽣

平成20年4⽉〜 渡邉⾼弘先⽣

平成21年12⽉〜 ⾜守直樹

学会発表
発表⽇ 学会名 筆頭演者 演題名

2025/7/5 第135回⽇⽿⿐静岡県地⽅部会学
術講演会 猪瀬祐気 ⼝腔底類⽪嚢胞摘出により⾳声・⾔語障害の改善を認

めた⼀例

2025/10/25 第136回⽇⽿⿐静岡県地⽅部会学
術講演会 猪瀬祐気 甲状腺切除術により反回神経⿇痺の改善を認めた⼀例

当院の前⾝は昭和18年に設置された沼津海軍共済病院富⼠宮分院であ
り、これが終戦により富⼠宮市に受け渡され、昭和20年12⽉1⽇市⽴富
⼠宮病院として開院、昭和23年10⽉に現在の錦町に移転しました。そ
の後増加する患者に対する病床数の不⾜と、さらに地震等の災害時にお
ける安全性懸念等の理由により、昭和61年4⽉に近代医療設備を整え、
病床数350床、診療科⽬13科により富⼠宮市⽴病院がスタートしました。
当初は⽇本医科⼤学より常勤医が派遣されていましたが、浜松医科⼤
学⽿⿐咽喉科からは昭和60年4⽉より向⾼洋⾼先⽣が初めて常勤として
勤務されました。同年7⽉から⽥中秀夫先⽣も当院に異動され、以後⻑
らく2⼈体制となっていました。平成12年1⽉からは3⼈体制となり現在
に⾄ります。医局の関連病院として42年が経過しますが、同⾨の先⽣⽅
のおかげで現在の富⼠宮市⽴病院⽿⿐咽喉科があるものと深く感じてい
ます。今後ともよろしくお願いいたします。


